
北方領土返還要求運動の
シンボルの花「千島桜」

広 報 ふくしま

Fukushima
きまりを守り、助けあい、明るい町をつくります。
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☆今月号の主な内容☆
■輝く我が福島町「人財」 P 2

■タウン情報 P 4

■新米町長の奮闘記 P 5

■「がんなんかに負けない」特集 P 6

■国民年金のお知らせ P 7

■もうすぐ１年生ほか P 8

■町道民税の申告相談日程 P 9

■生涯学習コーナーほか P10

■小中高生の広場 P12

■今月の行事予定 P14

■農林かわら版 P15

■地域おこし協力隊のふくしま散歩 P16

■お知らせほか P17

■ちびっこギャラリーほか P19

■わが家のアイドルで～すほか P20

１月15日　福島大神宮で行われた川濯神社の敬神婦人講新年祭の様子

良い年を願い松前神楽を奏上



　

漁
業
協
同
組
合
青
年
部
は
若

い
漁
師
が
集
ま
っ
て
組
織
し
て

い
る
団
体
で
、吉
岡
地
区
で
は
、

現
在
９
人
の
部
員
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
新
し
い
漁
業
方

法
の
開
発
や
、
福
島
町
で
水
揚

げ
さ
れ
る
水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
ま
力
を
入
れ
て
い

人財
たから

る
の
は
、「
め
か
ぶ
」
で
、
吉

岡
（
本
所
）
の
直
売
会
で
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

直
売
会
を
始
め
た
当
初
は
自

分
た
ち
で
作
っ
た
乾
物
を
販
売

し
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
人
気
は
い
ま
ひ
と
つ
で
し
た
。

　

生
の
海
産
物
を
売
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
上
手
く
い
っ
て

い
ま
す
。特
に「
わ
か
め
」と「
め

か
ぶ
」
は
大
成
功
だ
っ
た
と
青

年
部
で
は
感
じ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
漁
業
方
法
の
確
立
も

課
題
で
す
。
青
年
部
で
は
、
エ

ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
の
海
中
中
間
育

成
を
し
た
い
と
の
声
も
多
く
、

今
後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
。

　
「
め
か
ぶ
」
に
つ
い
て
も
利

用
方
法
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
の
で
、

研
修
を
行
っ
て
、
新
し
い
特
産

品
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て

い
き
た
い
で
す
。

＝
団
体
・
個
人
の
活
動
に
つ
い
て

紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
＝

＝
活
動
の
課
題
成
果（
苦
労
な
ど
）

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
＝

福
島
町
の
浜
を
担
う

　
　
　
　
　

リ
ー
ダ
ー
達
！

輝く
我が福

ま　ち

島町

■
概
要
（
取
材
す
る
趣
旨
）　

　
�　

こ
れ
か
ら
福
島
町
の
漁
業
を
担
う
若
手
漁
業
者
に
現
在
の
取
組
や
こ
れ
か

ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
こ
と
を
取
材
し
ま
し
た
。

福
島
吉
岡
漁
業
協
同
組
合

吉
岡
地
区
青
年
部
長

福
島
吉
岡
漁
業
協
同
組
合

吉
岡
地
区
青
年
部
副
部
長

新に
い

山や
ま

　
祐ゆ

う

介す
け

さ
ん

〔　〕2

―広報ふくしま　２月号―



　

課
題
は
漁
業
の
Ｐ
Ｒ
不
足
だ

と
思
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
も
不
足
し
て
い
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

昆
布
の
よ
う
に
良
質
な
も
の

が
あ
る
の
に
、
全
国
的
に
Ｐ
Ｒ

で
き
て
い
な
い
の
は
残
念
で
す
。

　

他
の
町
で
は
、
道
の
駅
に
食

堂
が
あ
っ
て
地
元
の
物
を
そ
の

場
で
食
べ
る
こ
と
も
で
き
る
が

福
島
町
で
は
で
き
て
い
な
い
。

食
堂
な
ど
も
あ
る
道
の
駅
が
あ

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

青
年
部
と
し
て
は
、
出
来
る

だ
け
良
い
物
を
水
揚
げ
す
る
こ

と
が
、
な
に
よ
り
の
目
標
で
す
。

　

先
ほ
ど
も
言
っ
た
「
め
か
ぶ
」

に
つ
い
て
も
将
来
的
に
町
の
特

産
と
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
青
年
部
だ
け
で
は

限
界
が
あ
り
、
役
場
な
ど
関
係

機
関
を
巻
き
込
ん
で
、
町
ぐ
る
み
で
や
っ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
出
来
る
事
が
あ
れ
ば

青
年
部
と
し
て
も
協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

＝
青
年
部
と
し
て
福
島
の
課
題
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
＝

＝
今
後
の
目
標
・
抱
負
（
ま
ち
づ

く
り
へ
の
関
わ
り
）
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
＝

福
島
吉
岡
漁
業
協
同
組
合

吉
岡
地
区
青
年
部
副
部
長

福
島
吉
岡
漁
業
協
同
組
合 

吉
岡
地
区
青
年
部 

部
員

福
島
吉
岡
漁
業
協
同
組
合 

吉
岡
地
区
青
年
部
前
部
長

阿あ

部べ

　
祐ゆ

う

介す
け

さ
ん

澤さ
わ

田だ

　
寿と

し

生お

さ
ん

澤さ
わ

田だ

　
孝た

か

志し

さ
ん

▲春の直売会の様子

▲わかめの直売会の様子
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防火への決意新たに

長崎県松浦市の生徒と交流しました

～平成28年消防団出初式～

～長崎県松浦市・北海道福島町生徒友好交流事業～

　１月４日（月）、福島消防団の出初式が
福祉センター前で行われました。
　消防団員などが参加してパレードをした
後、出初式が挙行され、地域の消防に功績
のあった消防団員へ表彰状の伝達などが行
われました。

　12月25日（金）から12月28日（月）に友好市町協定を締結している「長
崎県松浦市」の中学生と福島町の中学生が交流を実施しました。
　交流では、松浦市の生徒７名が福島町へ来町し、期間中は、雪が無い
中での交流が予想されていましたが、26日から松浦市の生徒達が待望の
雪が降り、雪遊びなどをしました。松浦市の生徒は、北海道での貴重な
体験に嬉しそうな表情を浮かべていました。
　また、一番の楽しみにしていたスケート体験では、転ばないようみん
なで体を支え合い、両校の生徒は楽しく交流しました。
　その他、千軒そば打ち体験では自分たちで打ったそばを食べたり、横
綱記念館やトンネル記念館の見学をし、目で見て、触れて、とても有意
義な交流となりました。
　送別式後には、生徒全員が名残惜しそうに握手をしており、参加した
生徒たちは、他市町生徒との交流で新たな友人や経験などを得ることが
出来たようです。
　この交流が生徒たちにとって、必ず良き財産となるように願い、来年
も多くの生徒に参加していただきたいものです。

▲消防団員が福島地区をパレード

▲スケート体験での交流の様子

▲千軒そば打ち体験での交流の様子

☆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

（
精
績
章
）

　

乳
井　

英
男　

さ
ん
（
団
本
部
）

☆
北
海
道
消
防
表
彰

（
勤
続
20
年
）

　

山
岸　

宏
也　

さ
ん
（
福
島
分
団
）

（
勤
続
10
年
）

　

道
下　

志
郎　

さ
ん
（
千
軒
分
団
）

　

吉
田　

隆
寿　

さ
ん
（
福
島
分
団
）

　

北
村　

祐
基　

さ
ん
（
白
符
分
団
）

☆
北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

（
特
別
功
績
章
）

　

佐
藤　

孝
男　

さ
ん
（
千
軒
分
団
）

（
勤
続
10
年
）

　

道
下　

志
郎　

さ
ん
（
千
軒
分
団
）

　

吉
田　

隆
寿　

さ
ん
（
福
島
分
団
）

（
功
績
章
）

　

笹
井　
　

司　

さ
ん（
福
島
消
防
署
）

☆
日
本
消
防
協
会
表
彰

（
勤
続
30
年
）

　

吉
能　

秀
美　

さ
ん
（
福
島
消
防
署
）

☆
渡
島
西
部
広
域
事
務
組
合
管
理
者
表
彰

（
賞
誉
）

　

木
村　

貴
文　

さ
ん
（
吉
野
分
団
）

　

平
野　

雄
輝　

さ
ん
（
福
島
分
団
）

　

渋
谷　

悟
史　

さ
ん
（
福
島
分
団
）

☆
福
島
消
防
団
長
表
彰

（
優
良
団
員
）

　

湊　
　

仁
貴　

さ
ん
（
福
島
分
団
）

　

松
村　

博
文　

さ
ん
（
吉
野
分
団
）

　

三
鹿　

和
成　

さ
ん
（
吉
野
分
団
）

（
感
謝
状
）

　

新
山　

優
子　

さ
ん（
吉
野
婦
人
消
防
隊
）

　

松
村　

三
鈴　

さ
ん（
吉
野
婦
人
消
防
隊
）

表

彰

受

賞

者
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比
較
的
穏
や
か
な
お
正
月

を
過
ご
し
、
今
年
も
い
よ
い

よ
や
る
ぞ
と
い
う
感
じ
で
、

三
日
（
日
）
か
ら
仕
事
が
動

き
出
し
ま
し
た
。

　

役
場
の
仕
事
始
め
は
、
六

日
（
水
）
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
町
長
の
仕
事
始
め
は

三
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。

　

三
日
（
日
）
は
、
福
島
い

か
釣
船
頭
会
新
年
会
、
福
島

小
型
部
会
新
年
会
に
参
加
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
四
日

（
月
）
に
は
、
消
防
団
出
初

式
、
援
護
相
談
所
総
会
に
参

加
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、

六
日
（
水
）
に
は
、
函
館
に

お
い
て
道
新
新
年
交
礼
会
、

そ
し
て
福
島
に
戻
り
福
島
町

三
者
合
同
新
年
交
礼
会
へ
参

加
い
た
し
ま
し
た
。

　

七
日
（
木
）
に
は
、
就
任

以
来
、
初
め
て
高
橋
は
る
み

知
事
と
面
談
す
る
機
会
を
い

た
だ
き
、
当
町
の
水
産
業
の

課
題
な
ど
に
関
し
て
意
見
交

換
、
道
の
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
た
。

　

十
六
日
（
土
）
に
は
、
長

崎
県
松
浦
市
の
松
浦
市
文
化

会
館
で
「
松
浦
市
市
制
施
行

十
周
年
記
念
式
典
」
に
、
長

野
県
木
曽
町
長
と
と
も
に
、

お
招
き
を
い
た
だ
き
溝
部
議

長
と
参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
後
一
時
か
ら

地
元
高
校
生
の
司
会
に
よ
り

式
典
が
始
ま
り
、
長
崎
県
知

事
、
長
崎
県
選
出
の
衆
議
院

議
員
を
は
じ
め
各
市
町
村
長

な
ど
が
来
賓
と
し
て
参
加
を

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
た
に
作
ら

れ
た
「
松
浦
市
市
歌
・
と
も

に
未
来
へ
」
が
小
学
生
や
市

民
で
構
成
さ
れ
た
合
唱
団
に

よ
り
披
露
さ
れ
、
子
供
た
ち

の
明
る
い
笑
顔
と
元
気
な
歌

声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
広

が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
二
部
の
記
念
講

演
で
は
、

フ
ジ
テ

レ
ビ
の

「
と
く

ダ
ネ
！
」

で
お
馴

染
み
の

フ
リ
ー

ア
ナ
ウ

ン
サ
ー

の
小
倉

智
昭
さ

ん
が
「
人
生
引
き
出
し
、
常

に
い
っ
ぱ
い
」
と
題
し
て
講

演
さ
れ
、
若
い
時
の
苦
労
話

や
今
話
題
の
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
話

な
ど
を
楽
し
く
解
説
し
、
会

場
の
笑
い
を
誘
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　

講
演
の
中
で
印
象
に
残
っ

た
の
が
、
人
生
の
引
き
出
し

を
常
に
い
っ
ぱ
い
に
す
る
た

め
、
小
倉
さ
ん
の
日
々
の
努

力
、
常
に
多
く
の
本
を
読
み
、

音
楽
鑑
賞
や
映
画
鑑
賞
な
ど

知
識
を
広
げ
る
会
話
に
幅
を

広
げ
る
工
夫
を
さ
れ
て
い
て
、

感
銘
を
受
け
る
と
と
も
に
見

習
う
べ
き
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

　

松
浦
市
と
木
曽
町
と
は
、

平
成
の
合
併
以
前
の
「
長
崎

県
旧
福
島
町
」
と
「
長
野
県

木
曽
福
島
町
」の
町
名
に「
福

島
」
が
つ
く
ご
縁
で
平
成
元

年
こ
ろ
か
ら
小
・
中
学
生
や

職
員
の
相
互
交
流
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
末
か
ら
今
年

一
月
末
で
第
５
次
福
島
町
総

合
計
画
等
の
町
内
会
説
明
会

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、

公
務
の
関
係
で
全
て
の
町
内

会
へ
出
席
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
時
間
の
許
す
限

り
町
民
の
皆
様
の
声
を
聴
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
十
八
日
（
月
）
か

ら
平
成
二
十
八
年
度
の
予
算

編
成
に
伴
う
町
長
査
定
が
行

わ
れ
、
町
民
の
皆
様
の
生
活

に
関
す
る
予
算
が
作
成
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

私
が
選
挙
で
公
約
し
た
事

項
や
思
い
や
り
の
あ
る
行
政

を
目
指
し
た
予
算
対
応
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
、

日
々
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

～元気で笑顔のあふれる福島町を実現するために～
【いよいよ新年度の仕事がスタートしました】

新 米 町 長 の 奮 闘 記第４号
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がんなんかに負けないぞ！

◆「早期発見・早期治療」が“命”を救う！

特集シリーズⅡ

～ がんから身を守れるのは、あなた自身 ～『毎年、検診を受けよう』
　がんになっても「早期発見」できれば、それだけ完治の可能性が高くなるだけでなく、治療に
要する費用や時間などの負担も軽くなります。そのため、毎年、がん検診を受け、健康チェック
する習慣を身につけることが重要です。

◆�今年４月から、国が推奨するがん検診の検査内容
について、一部を変える方針です。

～胃がん検診は、「胃内視鏡検査」が新たに加わ
り、エックス線か内視鏡のいずれかの検査を受ける
ことになります。

　なお、胃がん検診対象者は、５０歳以上への引き上げと受診間隔も
２年に１回に変更になりますが、胃エックス線検査については、当面、
「４０歳以上、毎年１回」としても良いことから、当町では、これま
でと同様に実施します。

　平成26年度国保会計で、２００万円以
上の高額な医療費の支払いがあった疾病
は、件数・医療費、いずれも「がん」が
トップとなっています。

　当町のがん検診の受診率は、国
や北海道と比べ、肺がん、大腸が
ん、乳がんは上回っていますが、
胃がん、子宮がんは低い傾向です。
　また、日本は、諸外国の受診率
と比べると低く、子宮がんでは、
日本の30％台に対し、アメリカは
80％台、フランス、韓国は70％前
後と大きく差があります。

１．がん検診の種類

２．がん検診の受診率

３．医療費が高額な疾病とは？ 【H26高額医療費】　　（単位：万円）

（資料：H25地域保健・健康増進報告）

区分 検診方法 対象年齢

胃がん 胃Ｘ線検査等
40歳以上

肺がん 胸部Ｘ線検査等

大腸がん 便潜血検査
30歳以上

乳がん マンモグラフィ

子宮がん 細胞診 20歳以上

前立腺がん 血液検査 50歳以上

No 病名 件数 医療費
1 がん 21 9,812
2 脳疾患 12 4,578
3 腎不全 6 4,158

がん検診は毎年１回、
乳がんは２年に１回、
受けましょう！

6.3%

20.3% 22.2%

43.4%

32.4%

10.7% 11.2%
17.0%

32.5%
35.4%

9.6%

16.0%
19.0%

25.3%

31.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

胃がん 肺がん 大腸がん 乳がん 子宮がん

福島町 北海道 国

お問い合わせ先 　保健福祉課健康増進係 ☎４７－４６８２
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任意加入被保険者の方の保険料納付は口座振替で！
　国民年金の被保険者期間は 20 歳から満 60 歳までですが、60 歳までに老齢基礎年金の受給資格期
間（25 年）を満たしていない場合や、40 年より納付済期間が少ないため老齢基礎年金を満額受給で
きない場合であって、厚生年金・共済年金に加入していないときは、60 歳以降でも申出により任意
で加入して保険料を納めることができる任意加入制度があります。
　この申出については、月々の保険料を確実かつ円滑に納付いただくため、原則、口座振替をお申込
みいただくようになります。
　なお、正当な理由がある場合には、現金で納付することもできます。

＜口座振替によらない正当な事由とは＞
①　預金口座を有していない場合
②　資格を喪失するまでの期間の保険料を前納する場合
　　（加入する年度内に納付月数が 40 年を迎えて任意加入期間が終了する方など）
③　その他①、②に準ずる事由により口座振替によらない正当な事由があると認められる場合
＜窓口での手続き＞
　任意加入の資格取得申出書を提出される際に、口座振替申出書もしくは口座振替ができない旨の申
出書の提出が必要です。
◎詳しくは役場住民生活課戸籍年金係までお問い合わせ願います。

国 のお知らせ民 年 金

※函館年金事務所による年金相談は『予約制』のため、２
月５日（金）までに相談したい内容を役場住民生活課戸
籍年金係（☎47-4681）へ電話でお申し込み下さい。

場所　福島町役場
時間　午前10時～12時・午後1時～3時

次回の年金相談日のお知らせ

２月10日㈬

お問い合わせ先 住民生活課戸籍年金係 ☎４７－４６８１

知 内 診 療 所 知内町字重内31番地130
℡：01392-5-3509

（受付時間 12:00～）

医師：山根　　繁

知内消防署

函館信金
知内支店

知内保育園

保健センターと

同じ建物

☆知内診療所

保健センター

（ )

至 福島 至 木古内
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　教育委員会では、今年４月に小学校へ入学するお子さんの名簿を作成しました。
　対象となるのは、『平成２１年４月２日から平成２２年４月１日』までに生まれたお
子さんで、今年度は男子９名、女子１１名の計２０名となっています。
　新入学児童の名前は、９月１日現在の住民基本台帳で調べましたが、名前漏れや誤り
がありましたら、教育委員会学校教育課までご連絡下さい。

【白符】	島
しま

 本
もと

 悠
ゆ

 奈
な

、山
やま

 本
もと

 衣
い

 都
と

【福島】	小
お

 熊
ぐま

 徠
らい

 華
か

【月崎】	石
いし

 岡
おか

 龍
りゅう

 聖
せい

、角
かど

 谷
や

 友
ゆう

 翼
すけ

、木
き

 村
むら

 祥
しょう

 吾
ご

	 佐
さ

 藤
とう

 日
ひ

 咲
さき

、鈴
すず

 木
き

 海
み

 音
おん

、平
ひら

 山
やま

 煌
き

 華
はな

	 吉
よし

 澤
ざわ

 舞
ま

 雪
ゆき

【三岳】	阿
あ

 部
べ

 瑛
えい

 太
た

、川
かわ

 本
もと

 玖
たま

 季
き

、中
なか

 塚
つか

 心
み

 優
ゆう

	 藤
ふじ

 澤
さわ

 　 梓
あずさ

、安
やす

 田
だ

 　 華
はな

、吉
よし

 田
だ

 太
たい

 陽
よう

	 吉
よし

 田
だ

 龍
りゅう

 登
と

【吉野】	髙
たか

 橋
はし

 幸
こう

 輝
き

【吉岡】	新
にい

 山
やま

 ひなた

	 野
の

 坂
さか

 花
か

 音
のん

【福島小学校】
（男子８名　女子９名　計１７名）

【吉岡小学校】
（男子１名　女子２名　計３名）

お問い合わせ先 教育委員会学校教育課 ☎４７－３６７５

12
月
風
呂
の
日
の
当
選
者

松
　
浦
　
松
　
村
　
脩
　
人
さ
ん

吉
　
野
　
澤
　
田
　
キ
ミ
エ
さ
ん

豊
　
浜
　
中
　
山
　
克
　
未
さ
ん

白
　
符
　
富
　
山
　
美
佐
子
さ
ん

日
　
向
　
佐
々
木
　
敏
　
子
さ
ん

日
　
向
　
福
　
士
　
敏
　
嗣
さ
ん

月
　
崎
　
花
　
田
　
悦
　
子
さ
ん

松
前
町
　
青
　
木
　
秀
　
幸
さ
ん

松
前
町
　
福
　
田
　
義
　
弘
さ
ん

松
前
町
　
星
　
野
　
秀
　
幸
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

吉岡温泉だより

２月の風呂の日
温泉で心も体もリフレッシュ！

風呂の日は、ちょっと得した気分！
家族みんなで、温泉へ出かけましょう！

●サービスカードのスタンプを１個サービス！
●抽選により回数券を１０組プレゼント！

26日 （金）

　町発注の工事等入札結果の状況をお知らせします。詳しい資料は、役場総務課窓口で閲覧できます。

☆入札結果（1月14日） 単位：円

工事等入札結果の公表

工 事 名 等 落札業者名 予定価格 契約金額 履行期間

吉岡総合センター調理室用備品 ㈲インテリア小笠原 非公表 1,585,440 H28.3.25

吉岡総合センター電器設備備品 ㈲野川電化サービス 非公表 2,798,604 H28.3.25
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町道民税の申告相談の時期です
申告はお早めに！！

　町道民税の申告相談を下記の日程により、それぞれの地区ごとに受付します。
　忘れずに、納得のいく正しい申告をしましょう。
　◎住宅取得控除を受けられる方は、事前に役場税務課にお問い合せください。
　◎�土地の売買、贈与や相談のある方は、函館税務署資産課税部門（℡0138-31-9092）へ
ご相談ください。

●詳しくは、既に発行済みの税務広報１月号をご覧ください。

◆◇◆　町道民税の申告相談日程表　◆◇◆
月　　　日 対象地区等 時　　　間 会　　　　　　場

２月　８日（月） 松 　 　 　 浦  9：30～14：00 松 　 浦 　 生 　 活 　 館

　　　９日（火） 吉 　 　 　 野  9：30～15：00 吉 野 母 と 子 の 家

　　　１０日（水） 館 崎 １ ～ ３

 9：30～15：00
吉 岡 支 所

（吉岡漁村環境改善総合センター）

２ 　 階 　 会 　 議 　 室
　　　１２日（金） 吉 岡 ２ ～ ３、 美 山

　　　１５日（月） 吉 岡 １、 豊 浜

　　　１６日（火） 宮 　 　 　 歌  9：30～15：00 宮 歌 生 活 館

　　　１７日（水） 白 　 　 　 符  9：30～15：00 白 符 ふ れ あ い セ ン タ ー

　　　１８日（木） 三 　 岳 　 ２  9：30～14：00 三 岳 寿 の 家

　　　２２日（月） 千 　 　 　 軒  9：30～14：00 あ づ ま ～ る

　　　２３日（火） 岩 部 、 浦 和  9：30～15：00 浦 和 生 活 館

　　　２４日（水） 館 古 、 桧 倉

 9：30～15：00 役 　 　 場 　 ２ 　 階
健 康 づ く り 研 修 室

　　　２５日（木） 月 　 崎 　 １

　　　２９日（月） 丸 山 団 地・ 塩 釜

　3月　１日（火） 福 島 ２ ～ ３

　　　　２日（水） 日 　 　 　 向

　　　　３日（木） 福 島 １・ ４、 緑 町

　　　　７日（月） 月 　 崎 　 ２

　　　　８日（火） 三 　 岳 　 １

　　　　９日（水） 新 　 栄 　 町

　　　１０日（木）
全 　 地 　 区

　　　１４日（月）

　　　１５日（火） 全 　 地 　 区  9：30～12：00

お問い合わせ先 税務課 ☎４７－４６８３
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１
月
17
日
（
日
）、
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
町
民
将
棋
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
か
れ
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

※�
将
棋
同
好
会
は
、
毎
週
水

曜
日
18
時
か
ら
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
定
例
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
顔
を
出
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
47
―
３
６
７
５

【
一
般
の
部
】

　

Ａ
級

　

１
位　

加
藤
鉄
男　

五
段

　

２
位　

土
屋
稔
代　

四
段

　

３
位　

荒
木
修
一　

四
段

　

Ｂ
級

　

１
位　

沢
田
寿
生　

三
段

　

２
位　

石
岡
克
久　

三
段

　

３
位　

木
田
正
隆　

三
段

【
少
年
少
女
の
部
】

　

１
位　

木
立　

潤
さ
ん

　

２
位　

大
林
青
空
さ
ん

◎
ス
ポ
ー
ツ
文
化
賞

　

表
彰
式

日
時　

２
月
25
日
（
木
）

　
　
　

16
時
～

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

２
月
の
予
定

町
民
将
棋
大
会

平成２８年度　要保護・準要保護児童生徒就学援助費助成金について
　福島町教育委員会では、毎年度、福島町に住所を有する児童・生徒の保護者で、「就学困難な児童
及び生徒に係る就学奨励についての国の援助に関する法律」に該当する者等に対し、就学費用の負担
を軽減する目的で補助を行っております。
　平成２８年度分の申請については、各小・中学校より全保護者あて案内通知文と申請書類を２月上
旬頃に配付しますので、補助を希望される方は、申請書類を通学している小学校・中学校に提出され
るようお知らせします。

１．補助を受けられる方の範囲
　◆要 保 護～生活保護受給世帯
　◆準要保護～�町民税非課税及び減免世帯、国民年金掛金の減免世帯、児童扶養手当受給世帯、災害

等により就学費用の負担が困難な方がいる世帯など

２．補助対象経費
　①学用品費　②校外活動費　③学校給食費　④通学用品費（１学年を除く）
　⑤修学旅行費　⑥新入学児童生徒学用品費（１学年のみ）

３．申請書類の提出期限及び提出先
　◆提出期限：平成２８年３月７日（水）まで
　　※ただし、新入学児童・生徒分については４月６日（水）まで
　◆提 出 先：児童生徒が通学している各小学校・中学校

■問い合わせ先　教育委員会学校教育課　☎47-3675
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町
民
の
皆
さ
ま
に
長
い

間
、
耐
震
化
工
事
等
で
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
２
月
７
日
（
日
）
に
総

合
体
育
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

冬
期
間
の
運
動
不
足
解
消

に
、
ぜ
ひ
、
総
合
体
育
館
に

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　
　

　

２
月
７
日
（
日
）
９
時
～

■
内　

容

・
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会

・�

正
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
の
使
い
方
の
講
習
会

　

１
月
16
日
（
土
）・
17
日

（
日
）
の
２
日
間
、
西
部
四

町
で
児
童
相
互
間
の
交
流
を

狙
い
と
し
て
、
知
内
町
営
ス

キ
ー
場
で
ス
キ
ー
合
宿
が
開

催
さ
れ
、
当
町
か
ら
６
名
の

児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ス
キ
ー
教
室
は
初

心
者
を
対
象
に
行
わ
れ
、
歩

行
練
習
か
ら
行
い
ま
し
た
。

　

練
習
後
は
、
宿
泊
先
で
餃

子
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
な
ど

食
育
も
目
的
と
し
た
体
験
学

習
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
ポ
ー
ル
練
習

な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
上
達

が
早
く
、
ス
キ
ー
を
楽
し
ん

で
ま
し
た
。

■�

雪
上
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会

　

�（
ど
す
こ
い
雪
ま
つ
り
／

商
工
会
青
年
部
の
共
催
事

業
と
し
て
実
施
）

▼
日
時　

２
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
～

※�

時
間
は
ど
す
こ
い
雪
ま
つ

り
の
中
で
調
整
と
な
り
ま

す
。

▼
会
場　

�

青
函
ト
ン
ネ
ル
記

念
館
駐
車
場

▼
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
内
容

　

①
雪
上
フ
リ
ス
ビ
ー

☆�

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

�

先
着
50
名
様
限
り
で
賞
品

を
用
意
し
て
ま
す
。

■�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

（
小
学
生
向
け
）

▼
日
時　

３
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
～　

▼
会
場　

総
合
体
育
館

■�

平
成
27
年
度
渡
島
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
大
会
兼
第
29
回
渡
島

管
内
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

▼
日
時　

３
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
～　

▼
会
場　

総
合
体
育
館

２
月
・
３
月
の
予
定

総
合
体
育
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ス
キ
ー
合
宿

２月総合体育館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29
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考
え
よ
う
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権

　

12
月
18
日
（
金
）、
函
館
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
所
属
の
福
島
町

人
権
擁
護
委
員
の
方
々
を
講
師
と

し
て
お
招
き
し
、
本
校
の
５
・
６

年
生
を
対
象
に
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
授
業
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
確
か
に
便
利
で
は
あ
り
ま
す
が
、

使
い
方
を
一
歩
誤
る
と
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
を
、
こ
の
授
業
を
通

じ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

講
師
の
先
生
よ
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
便
利
さ
と
そ
の
裏
に
潜

む
怖
さ
を
、
お
話
や
映
像
等
を
通

じ
て
分
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ウ
ィ
ン
タ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ

冬
の
集
会

人
権
教
室

ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス

　

今
年
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ラ
ー
ニ
ン

グ
は
、
１
月
12
日
（
火
）
か
ら
15

日
（
金
）
ま
で
の
４
日
間
で
行
い

ま
し
た
。

　

４
・
５
・
６
年
生
は
学
校
で
用

意
し
た
テ
ス
ト
や
プ
リ
ン
ト
等

を
、
１
・
２
・
３
年
生
は
冬
休
み

の
課
題
や
各
自
が
用
意
し
た
課
題

等
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
近
く

の
先
生
に
聞
い
た
り
し
な
が
ら
、

充
実
し
た
学
習
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
一
人

一
人
が
意
欲
を
持
っ
て
自
ら
進
ん

で
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
学

校
全
体
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

12
月
18
日
（
金
）
に
、
児
童
会

が
企
画
し
た
「
冬
の
集
会
」
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

に
扮
し
た
児
童
会
三
役
が
司
会
進

行
し
、
各
学
級
の
出
し
物
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

１
・
２
年
生
は
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
を
一
生
懸
命
演
奏
し
ま
し

た
。
３
・
４
年
生
は
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
の
飾
り
を
作
り
、
自
分
の

思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。
５
・
６

年
生
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ

ク
イ
ズ
を
出
題
し
、
下
級
生
を
発

奮
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
舎
で
の
“
か
く
れ
ん

ぼ
”
を
行
い
、
鬼
に
見
つ
か
ら
な

い
よ
う
に
隠
れ
る
場
所
を
必
死
に

　

12
月
18
日
（
金
）
に
５
・
６
年

生
を
対
象
に
「
人
権
教
室
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
丁
子
谷
さ
ん

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ

ホ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
便
利
さ
と
危

険
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
家
の
方
々
と
使
い
方
の
き
ま

り
を
相
談
す
る
こ
と
も
大
事
な
こ

と
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

子
供
達
は
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
何
気
な
い
言
葉
が
い
じ
め
に
な

る
こ
と
を
知
り
、「
便
利
だ
け
れ

ど
気
を
つ
け
て
使
い
た
い
で
す
。」

と
こ
れ

か
ら
の

使
い
方

に
つ
い

て
述
べ

て
い
ま

し
た
。

　

子
供
達
の
冬
休
み
中
の
学
習
サ

ポ
ー
ト
と
し
て
、「
吉
岡
小
ウ
ィ

ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
、
１
月

14
日
（
木
）
か
ら
三
日
間
に
わ
た

り
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、多
く
の
子
供
が
参
加
し
、

国
語
や
算
数
の
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ

を
行
い
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
学
校
で
の
勉
強
の

た
め
、
子
供
達
の
表
情
も
引
き
締

ま
り
、
集
中
し
て
取
り
組
む
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
習
の
後
は
、
子
供
達
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
ム

の
時
間
で
す
。
全
員
で
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
や
鬼
ご
っ
こ
な
ど
を
行

い
、
い
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

探
す
な
ど
全
校
皆
が
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

児
童
会
三
役
か
ら
は
サ
プ
ラ
イ

ズ
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

児
童
に
手
渡
さ
れ
、
思
い
出
に
残

る
「
冬
の
集
会
」
と
な
り
ま
し
た
。
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学
習
成
果
発
表
会

～
一
年
の
学
習
成
果
を
報
告
～

球
技
大
会

～
白
熱
し
た
試
合
の
連
続
～

　

12
月
22
日
（
火
）、
学
習
成
果

発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
３
年
生
27
名
は
、「
課

題
研
究
」
と
い
う
授
業
の
中
で
、

５
班
に
分
か
れ
、
各
班
が
研
究

テ
ー
マ
を
設
定
し
１
年
間
、調
査
・

研
究
し
て
き
た
内
容
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。
地
域
の
活
性
化
に

つ
い
て
考
え
た
班
は
、
福
島
町
の

物
産
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
考
案

し
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
提
案
し
た
り
、

福
島
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
助

言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
「
ほ
た
る

の
観
賞
等
を
盛
り
込
ん
だ
観
光
企

画
」
を
提
案
し
た
り
、
福
島
町
の

「
黒
米
」
と
「
こ
ん
ぶ
」
を
使
用

し
て
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
考
案
し
た
班

も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
知
っ
ち
ゃ
お
福
島
ク

イ
ズ
」
や
「FUKUSHIM

A TOW
N 

INFOM
ATION

」（
本
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
て
あ
り
ま
す
）

な
ど
、
福
島
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
コ
ン

テ
ン
ツ
開
発
に
つ
い
て
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
当
日
は
来
場
者
に

キ
ャ
ラ
メ
ル
の
試
食
や
、タ
ブ
レ
ッ

ト
を
用
い
て
そ
の
場
で
コ
ン
テ
ン

ツ
の
体
験
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し

　

12
月
24
日
（
木
）
に
球
技
大
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

種
目
は
、
男
女
と
も
に
フ
ッ
ト

サ
ル
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

  

各
競
技
は
学
年
対
抗
で
行
わ
れ
、

非
常
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
特

に
３
年
生
は
、
高
校
生
活
最
後
の

球
技
大
会
と
あ
っ
て
、
数
日
前
か

ら
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
３
年
生
と
２
年
生
が

接
戦
す
る
白
熱
し
た
展
開
と
な

り
、
得
失
点
差
で
３
年
生
が
総
合

優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

◎�

結
果
（
優
勝
）
は
次
の
と
お
り

で
す
。

男
子
フ
ッ
ト
サ
ル　
　
　
　

２
年

女
子
フ
ッ
ト
サ
ル　
　
　
　

３
年

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　
　
　

３
年

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　
　
　

２
年

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

３
年

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

２
年

校
内
球
技
大
会

冬
季
学
習
会
の
実
施

　

12
月
19
日
（
土
）
の
土
曜
登
校

日
に
校
内
球
技
大
会
が
本
校
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

種
目
は「
キ
ャ
ッ
チ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
」
と
「
王
様
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

縦
割
り
班
対
抗
で
行
わ
れ
た

キ
ャ
ッ
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
協

力
し
た
プ
レ
ー
や
キ
ャ
ッ
チ
し
て

か
ら
の
き
れ
い
な
ト
ス
に
よ
る
理

想
的
な
ス
パ
イ
ク
な
ど
、
迫
力
の

あ
る
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

学
年
対
抗
で
行
わ
れ
た
王
様

ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
は
、
王
様
は
審

判
の
み
に
伝
え
ら
れ
る
と
い
う
新

ル
ー
ル
の
た
め
、
い
つ
勝
負
が
つ

く
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
ド
キ
ド

キ
感
が
、
プ
レ
ー
す
る
人
・
見
て

い
る
人
を
魅
了
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

身
体
を
動

か
す
こ
と
の

少
な
く
な
っ

た
冬
期
間
に
、

全
校
生
徒
が

い
い
汗
を
か

い
て
い
ま
し

た
。

　

１
月
７
日
（
木
）
～
13
日
（
水
）

の
４
日
間
、
基
礎
学
力
の
向
上
の

た
め
の
福
島
中
学
校
冬
季
学
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

最
初
の
２
日
間
は
、
３
年
生
が

対
象
で
、
主
に
入
試
問
題
の
解
法

を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
の
２
日
間
の
学
習
会
は
全

学
年
を
対
象
と
し
、
５
教
科
を
中

心
に
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冬
季
学
習
会
の
他
に
も
、
３
年

生
は
自
主
学
習
会
と
し
て
１
月
５

日
（
火
）
か
ら
行
わ
れ
、
自
主
的

に
３
年
生
の
教
室
に
集
ま
り
、
弱

点
補
強
や
過
去
の
高
校
入
試
問
題

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
課
題
を
持
っ
て
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
休
み
明
け
直
前
に
は
、

部
活
動
ご
と
に
、
冬
休
み
の
宿
題

の
学
習
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
皆
で

和
気
藹
々
と
学
習
に
取
り
組
み
充

実
し
た
冬
休
み
と
な
り
ま
し
た
。

た
。
さ
ら
に
資
格
取
得
を
テ
ー
マ

に
し
た
班
は
、
資
格
取
得
に
つ
い

て
体
験
発
表
を
し
た
あ
と
、
実
際

の
企
業
の
財
務
諸
表
を
活
用
し
な

が
ら
分
析
し
、
財
政
状
態
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
す
る
な
ど
、
ど
の

班
も
と
て
も
中
身
の
濃
い
発
表
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
年
生
は
、
９
月
に
行

わ
れ
た
函
館
の
大
型
商
業
施
設
で

の
販
売
実
習
会
の
報
告
、
２
年
生

は
、
11
月
に
町
内
の
各
事
業
所
で

実
施
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
体
験
発
表
と
９
月
に
札
幌
で
開

催
さ
れ
た
北
海
道
高
等
学
校
商
業

教
育
フ
ェ
ア
で
の
販
売
実
習
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
東
京
農
業
大
学
の
菅

原
准
教
授
か
ら
講
評
と
鳴
海
町
長

か
ら
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
案
内
チ
ラ
シ
を
全
戸
配

布
し
た
効
果
も
あ
り
、
例
年
に
な

く
た
く
さ
ん
の
方
に
お
越
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

当
日
、

お
忙
し
い

中
ご
来
校

い
た
だ
き

ま
し
た
皆

様
に
感
謝

申
し
上
げ

ま
す
。
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１ 月
保健　ふれあい教室	 10:00～11:30吉野母と子の家

	 13:30～15:00吉岡支所　　　

２ 火 保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30福島保育所

３ 水

保健　リハビリ教室	 10:00～11:30健康づくりセンター

保育　福島保育所豆まき会	 10:00～福島保育所

福幼　ロバート先生と英語で楽しく	 10:00～福島幼稚園

福幼　節分（豆まき）	 13:30～福島幼稚園

４ 木

５ 金

保健　温泉健康相談	 10:30～15:30吉岡温泉

保育　福島保育所保育参観日	 10:00～福島保育所

保育　福島保育所保護者会総会	 11:00～福島保育所

６ 土

７ 日

教　総合体育館リニューアルオープン	 9:00～

観　第15回どすこい雪まつり

	 10:00～青函トンネル記念館前

８ 月 税　申告相談（松浦地区）	 9:30～14:00松浦生活館

９ 火

税　申告相談（吉野地区）	 9:30～15:00吉野母と子の家

保健　ふれあい教室	 10:00～11:30浜中母と子の家　　

	 13:30～15:00健康づくりセンター

教　移動図書事業	 福小10:15、吉小14:15

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30福島保育所

保育　食育教室（つばめ組）	 10:40～福島保育所

10 水

税　申告相談（館崎1～3地区）	 9:30～15:00吉岡支所

住　年金相談（予約制）	 10:00～15:00役場

福幼　ちびっこ広場	 10:00～12:00福島幼稚園

11 木 建国記念の日

12 金
税　申告相談（吉岡2～3・美山地区）

	 9:30～15:00吉岡支所

13 土

14 日

15 月 税　申告相談（吉岡1・豊浜地区）	 9:30～15:00吉岡支所

16 火
税　申告相談（宮歌地区）	 9:30～15:00宮歌生活館

保健　ふれあい教室	 13:30～15:00白符ふれあいセンター

17 水

税　申告相談（白符地区）

	 9:30～15:00白符ふれあいセンター

保健　リハビリ教室	 10:00～11:30健康づくりセンター

保育　ＡＬＴ訪問（英語で遊ぼう )	 10:00～福島保育所

福幼　ちびっこ広場	 10:00～12:00福島幼稚園

18 木

税　申告相談（三岳２地区）	 9:30～14:00三岳寿の家

保健　乳幼児健診（ブックスタート事業）

	 13:30～14:30健康づくりセンター

保育　ゆりっこ広場（運動保育）	 10:00～11:30福島保育所

19 金
保健　育児教室	 10:00～11:30健康づくりセンター

保育　福島保育所誕生会	 10:00～福島保育所

20 土

21 日

22 月
税　申告相談（千軒地区）	 9:30～14:00あづま～る

保健　ふれあい教室	 13:30～15:00健康づくりセンター

23 火

議　議会運営委員会	 9:00～議会委員会室

　　（定例会２月会議の運営ほか）

議　定例会２月会議	 10:00～議会議場

税　申告相談（岩部・浦和地区）	 9:30～15:00浦和生活館

保健　ふれあい教室	 10:00～11:30千軒あづま～る

	 13:30～15:00三岳母と子の家

保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30福島保育所

24 水
税　申告相談（館古・桧倉地区）	 9:30～15:00役場

福幼　保育参観（一般公開保育）	 10:00～12:00福島幼稚園

25 木

税　申告相談（月崎1地区）	 9:30～15:00役場

保健　介護家族交流会	 13:30～15:00健康づくりセンター

保健　献血	 13:30～14:30福祉センター　　　　　　

	 14:45～15:45役場　　　　　　　　　　

	 16:00～17:00コープさっぽろふくしま店

住　行政相談・人権相談	 13:00～15:00役場

教　スポーツ文化賞表彰式	 16:00～福祉センター

26 金 保育　避難訓練	 10:00～福島保育所

27 土 福幼　絵本の広場	 10:00～12:00福島幼稚園

28 日

29 月 税　申告相談（丸山団地・塩釜地区）	 9:30～15:00役場

今月の行事予定

議 議会事務局 （47）2215

総 総務課（代表）　 （47）3001

企 企画財政課 （47）3007

税 税務課 （47）4683

住 住民生活課 （47）4681

保健 保健福祉課 （47）4682

建 建設課 （47）3006

水 水産商工課 （47）3004

農 農　林　課 （47）3002

教 教育委員会 （47）3675

保育 認定こども園福島保育所（47）3440

福幼 福島幼稚園 （47）2233

福消 福島消防署 （47）2119

観 観光協会 （47）3004

お問い合わせ先　– telephone -

２ 月
February
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ご意見やお問い合わせは   農林課まで　☎：47－3002 　FAX：47－4504まで

　１月７日（木）から１２日（火）までの６日間、札幌市の丸井今井地下のきたキッチンで福島町産
の黒米と横綱椎茸の対面試食販売会を行いました。
　試食をしたお客さんは「すごく歯ごたえや香りが強い椎茸で今まで食べたことがない」「黒米がも
ちもちしてとてもおいしい」と大好評でした。

　試験圃場及び福島ファームで育成しているブルーベリーの冬囲いをしました。
　冬囲いは雪の重みで枝が折れてしまわぬように、縄で縛る作業のことをいいます。来年おいしい実
を収穫するためにとても大切な作業ですので、１本１本丁寧に行いました。
　また、今年も春先に「ブルーベリー剪定講習会」を開催予定ですので、ぜひご参加ください。

椎茸＆黒米の物販を行いました

雪に耐えるブルーベリー

▲冬囲い後のブルーベリー ▲雪の重みに耐えるブルーベリー
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　年が明けてから急に寒くなり、そして年末までの少なかった降雪が一転、いつもの福
島町となってしまいました。
　さて、私の任期は今年の１１月までです。集大成として新たにまちづくり法人を設立
することになり、今その準備に明け暮れています。
　まちづくりは、その町に住む人全員が参画するものです。それを実現させるための旗
振り的な組織を目指しています。
　現在役場が兼務している観光協会を独立化させ、徹底したお客様目線などを導入した
【稼げる観光】を目指します。
　更に、町内にあります公共施設の受託管理も想定しており、ハード（施設）とソフト
（サービス）両輪からなる一体的で質の高いサービスの実現を目指しています。
　いま必要なのは人材です。仕事の傍ら『理事』などとして携わって頂き、法人の方向性やまちづくりの方針等
を一緒になって検討して頂ける方と、私と共に働いて頂ける方を必要としています。
　そのために、限られた時間内ではありますが町内を回って色々とお話をさせて頂いております。特にこれから
の町を背負っていく若い世代の方を中心に、意を共にして福島町を何とかしたいと考えている方は沢山存在する
と思います。
　法人の設立だけが目的ではありません。観光で人が立ち寄り、「福島町のこれは凄い」ということを口にして
もらうことで、町民の皆さまが「自分の町は凄いんだ」と改めて感じ、誇りを持って頂く。若い世代の方が地元
で働ける場を築く。それが最終目的です。
　この件に関してご意見ご協力はもとより、興味が湧いた方は気兼ねなく私までどうぞ。町民の皆さんの力があっ
て初めて達成できるものですから。福島町をより良い町へ一緒に変えていきましょう！！

　３月２６日に待ちに待った北海道新幹線が新函館北斗まで開通します。
　そしてそれに合わせるように先日、道南追分ルートがシーニックバイウェイ推奨ルー
トとして認定されました。
　シーニックバイウェイとは直訳すると景色の良い寄り道という意味で、各地の景観・
自然・文化・イベントなどを紹介しながら地域の活性化を目指すドライブコースです。
　北海道では道南エリアだけ認定されていなかったんですが、地元の方々や関係各所の
方々の努力により申請から実に８年掛けての認定となりました。
　新幹線で北海道に来た人達に車でシーニックバイウェイルートを巡ってもらおうと、
木古内駅と新函館北斗駅の近くにレンタカー店がオープンしました。
　今後福島町にもレンタカーに乗った観光客が来てくれるかもしれませんね。
　最近、福島町の黒米が札幌での売り上げを伸ばしてきています。
　生産者の方々の努力と地道に販売促進会を行ってきた結果が出始めてきているのだと思います。
　今年も早速１月７日～１２日まで札幌の丸井今井内のきたキッチンにて黒米と横綱椎茸の販売会を行って来ま
したが、試食品も好評で横綱椎茸は品切れになり、黒米はご存知の方が多かったのも嬉しい限りでした。

地域おこし協力隊
野口　和也

▲札幌での黒米・横綱椎茸の販売会の様子

地域おこし協力隊
川端　教文
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平
成
27
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
の
受
付
は
２
月
16
日
（
火
）

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

■�

平
成
27
年
分
の
申
告
と
納
付
期

限
●
所
得
税

　

３
月
15
日
（
火
）

●
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）

　

３
月
31
日
（
木
）

●
贈
与
税

　

３
月
15
日
（
火
）

　
※�

現
金
で
納
付
さ
れ
る
場
合
は
、

納
期
限
ま
で
に
現
金
に
納
付
書

を
添
え
て
、
お
近
く
の
金
融
機

関
（
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
）

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

函
館
税
務
署

　

☎
０
１
３
８
―
31
―
３
１
７
１

　

北
海
道
で
は
渡
島
南
沿
岸
海
岸

保
全
基
本
計
画
の
変
更
に
当
た

り
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
計
画
変
更

（
案
）
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま

す
の
で
、
ご
意
見
の
あ
る
場
合
は

各
縦
覧
場
所
の
所
属
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
縦
覧
期
間

　

平
成
28
年
２
月
５
日
（
金
）

　

～
平
成
28
年
３
月
５
日
（
土
）

■
縦
覧
及
び
意
見
提
出
場
所

①
福
島
町
水
産
商
工
課

②�

渡
島
総
合
振
興
局
函
館
建
設
管

理
部
用
地
管
理
部
維
持
管
理
課

③�

渡
島
総
合
振
興
局
産
業
振
興
部

水
産
課
及
び
農
業
振
興
課

■
意
見
締
切
日

　

平
成
28
年
３
月
15
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課
水
産
係

　

☎
47
―
３
０
０
４

　

依
存
症
（
ア
ル
コ
ー
ル
、薬
物
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
）
か
ら
の
回
復
の

た
め
、
本
人
や
家
族
と
支
援
関
係

者
等
が
思
い
を
語
り
あ
い
、
一
緒

に
学
習
を
す
る
場
で
す
。

■
日
時

　

毎
月
第
３
土
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

午
後
３
時
30
分
ま
で

■
会
場

　

函
館
市
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

　

２
階
第
２
健
康
指
導
室

　
（
函
館
市
五
稜
郭
町
23
―
１
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

渡
島
保
健
所

　

☎
０
１
３
８
―
47
―
９
５
４
８

　

満
18
歳
未
満
の
お
子
様
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
さ
せ
る
場

合
は
、
保
護
者
の
方
は
次
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

適
切
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
さ
せ
る

　

ト
ラ
ブ
ル
や
事
件
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
使
い
方
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
関
す
る
知
識
、
情
報
モ
ラ
ル
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
親

子
で
身
に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

■�

家
庭
の
ル
ー
ル
を
作
る

　

適
切
な
生
活
習
慣
が
身
に
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
お
子
様
と
一
緒

に
話
し
合
っ
て
我
が
家
の
ル
ー
ル

を
作
り
ま
し
ょ
う
。「
利
用
時
間

は
夜
９
時
ま
で
」
な
ど
、
ル
ー
ル

は
具
体
的
に
決
め
ま
し
ょ
う
。

■�

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
な
ど
を
設
定

す
る

　
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
は
、
知

識
が
十
分
で
な
い
お
子
様
が
、
不

用
意
に
違
法
・
有
害
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
し
な
い
よ
う
制
限
す
る
機

能
で
す
。
子
供
た
ち
が
事
件
・
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
、

「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
を
必
ず
設

保
護
者
の
方
へ

お
子
様
が
安
心
安
全
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
利
用
す
る
た
め
に

所
得
税
、
消
費
税
及
び
贈
与

税
の
申
告
と
納
税
に
つ
い
て

渡
島
南
沿
岸
海
岸
保
全
基
本

計
画
案
の
縦
覧
に
つ
い
て
　

依
存
症
を
考
え
る
つ
ど
い

定
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

　

情
報
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課

　

☎
０
１
１
―
709
―
２
３
１
１
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毎
年
、
沿
道
家
屋
等
か
ら
の
落

氷
雪
に
よ
る
死
傷
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
冬
期
間
の
生
活
に

は
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
事
故
を
無
く
す
る
た
め
、

特
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

①� 

軒
下
を
通
行
す
る
と
き
は
、

屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
に
十
分
注

意
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

②� 

落
氷
雪
事
故
は
、
気
温
が
マ

イ
ナ
ス
３
度
か
ら
プ
ラ
ス
３
度

程
度
の
と
き
に
発
生
し
や
す
い

の
で
、
除
雪
の
際
に
は
、
十
分

注
意
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

③�

交
通
事
故
及
び
交
通
障
害
防
止

の
た
め
、
屋
根
か
ら
の
落
氷
雪

や
敷
地
内
の
積
雪
を
道
路
に
出

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

北
海
道
開
発
局
・
北
海
道

　

北
海
道
警
察
・
福
島
町

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
は
誰
で
も
簡
単
に
サ
イ
バ
ー

空
間
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で

き
る
非
常
に
便
利
な
道
具
で
す
。

　

し
か
し
、
誰
で
も
手
軽
に
使
う

こ
と
が
で
き
る
道
具
だ
け
に
、
ワ

ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
、
子
供
の
体
や

心
を
傷
付
け
る
事
件
や
行
為
の
発

端
と
な
る
な
ど
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■�

安
心
し
て
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
う
た
め
に

　

�

ゲ
ー
ム
・
動
画
・
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
SNS
を
利
用
す

る
際
は
、
正
し
い
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

■
気
を
付
け
る
こ
と

・�

信
頼
で
き
る
ア
プ
リ
だ
け
を
使

い
ま
し
ょ
う
。

・�

他
人
を
傷
つ
け
る
内
容
の
書
き

込
み
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

・�

不
審
な
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能
は
最
新
の

状
態
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

松
前
警
察
署

　

☎
42
―
３
１
１
０

屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
事
故

防
止
の
お
願
い
　
　
　
　

あ
な
た
の
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
は
大
丈
夫
？

４月１日よりスタートします !!
「福島町空き家等の適正管理に関する条例」が

　「福島町空家等の適正管理に関する条例」では、下記の項目に全て該当する対象者に対し、費
用の「２分の１以下で６０万円を限度額」として助成します。

※なお、建物解体後の敷地について、町に寄付する制度もあります。

解体する建物に、抵当権や賃借権など所有者以外に建物の権利がある場合には
助成の対象とはなりません。

この条例は、危険な建物から、生命、身体、財産及び生活環境に対する重大な
損害の発生の防止をする目的で制定されているため住居等の建て替えのための
解体には助成の対象となりません。

・福島町内に建っている空き家、及び空き家となる見込みの建物
　詳しくは建設課までお問い合わせください。

・公共事業等の補償対象となっていない建物

・解体する建物の所有者及び相続人　　・町税に滞納がない方
・�福島町暴力団排除条例に該当する暴力団ではない方、または暴力団関係者が世帯員にいない方

・�所有権を除く物権又は賃借権が設定されている建物

・�建物を解体した敷地内に新たに建物等を立てる場合

◯助成の対象となる建物

◯助成の対象となる人

◯助成の対象とならない建物

お問い合わせ先 建設課 ☎４７－３００６
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【事業内容】　電気の事なら何でも相談してください

内線工事（設計・施工）住宅からビルまでの電気工事

外線工事（設計・施工）電柱建てから電線の張替等

本　社 住所 ： 檜山郡厚沢部町字富栄611-4 消防施設工事 保守点検・設計施工　火災報知器の取付等

URL ： http://www.hiyama-denki.co.jp
　　雇用保険・労災保険・健康保険

　　昇給有り・賞与年２回・他手当有り

E-mail ： hiyama02@beach.ocn.ne.jp 　本社又は営業所に気軽に電話ください
北海道グリ-ン・ビズ認定、北海道と家庭教育サポート企業協定締結

 特定建設業 豊かな技術と確かな信頼工事

　　　みんな未経験から始めているよ。

株式会社桧山電気工業 電気工事

　 　　　電話 ： ０１３９－６４－３３３１
正正社社員員募募集集中中

営業所住所 ： 松前郡福島町字福島524
　　厚生年金・退職金共済・災害保険

          電話 ： ０１３９－４４７７－－３３６６２２２２

みんなまってるよ～

奨
学
生
の
募
集
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
の
奨
学
生
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

■
資　

格

　

①
借
受
者
の
保
護
者
等
が
、
福
島

町
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

　

②
貸
付
金
の
返
済
の
た
め
に
、
保

護
者
を
含
め
２
人
の
連
帯
保
証

人
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

　

③
借
受
者
が
、
健
康
・
学
業
優

秀
・
素
行
善
良
で
あ
る
こ
と
。

■
奨
学
生
の
種
類

　

①
小
笠
原
実
奨
学
基
金
奨
学
生

　
　

医
療
・
福
祉
分
野
に
進
学
す
る

学
生
が
対
象

　
　

・
貸
付
額　

月
額
２
万
円

　

②
花
田
俊
勝
奨
学
基
金
奨
学
生

　
　

４
年
生
大
学
、
３
年
以
上
の
就

学
を
要
す
る
短
大
及
び
専
修
学

校
に
進
学
す
る
学
生
が
対
象

　
　

・
貸
付
額　

月
額
３
万
円

　

③
福
島
町
奨
学
生（
貸
付
限
度
額
）

　
　

●
高
等
学
校　
　
　
　

110
万
円

　
　

●�

２
年
制
の
短
大
、専
修
学
校
・

高
等
専
門
学
校　
　

150
万
円

　
　

●
３
年
制
短
大
・
専
修
学
校
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

180
万
円

　
　

●
大
学
院
・
大
学　
　

250
万
円

※�

①
、
②
に
該
当
す
る
場
合
、
そ
ち

ら
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
貸

付
限
度
額
内
で
の
一
時
金
貸
付
も

利
用
で
き
ま
す
。

■
貸
付
金
の
利
子

　

無
利
子
で
す
。

■
貸
付
期
間

　

正
規
の
就
学
年
限
期
間

■
提
出
期
限

　

平
成
28
年
3
月
18
日
（
金
）
ま
で

■
申
請
手
続
き

　

次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

　

①
願 

書

　

②
合
格
通
知
等
の
写
し

　

③
学
業
成
績
証
明
書

　

④
在
学
校
の
学
校
長
の
推
薦
書

　

⑤
家
庭
状
況
調
査
書

　

⑥
健
康
診
断
書

　

⑦
誓
約
書

　

⑧�

連
帯
保
証
人
の
納
税
証
明
書
及

び
印
鑑
登
録
証
明
書

■
奨
学
生
の
審
査
・
決
定

　

教
育
委
員
会
議
で
審
査
し
、
決
定

さ
れ
ま
す
と
、
４
月
か
ら
貸
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
返
済
方
法

　

①
貸
付
金
額
に
応
じ
て
年
２
回
に

分
け
て
返
済
（
月
賦
も
可
）

　

②
返
済
期
間
は
、
貸
付
期
間
終
了

後(

卒
業
後)

の
翌
日
か
ら
起

算
し
て
１
年
経
過
し
た
後
、
10

年
以
内

■
申
請
書
類
の
請
求
及
び
相
談

　

学
校
教
育
課

　

☎
47
―
３
６
７
５

よしだ　りゅうと　くん やすだ　はな　ちゃん

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

２
月
は
、
福
島
保
育
所
（
５
歳
児
）
の

作
品
で
す
。

『
冬
休
み
中
に
雪
遊
び
を
し
た
思
い
出
を

描
き
ま
し
た
』
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○
優
良
運
転
者
講
習（
30
分
講
習
）

　

２
月
４
日 

（
木
） 

午
後
６
時

福
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
松
前
町
の
講
習

　

２
月
17
日 

（
水
） 

松
前
町
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー

●
違
反
講
習　

午
前
10
時

●
優
良
講
習　

午
後
１
時

●
一
般
講
習　

午
後
１
時
45
分

●
初
回
講
習　

午
後
３
時

☆
運
転
免
許
更
新
手
数
料

２
，
５
０
０
円

☆
更
新
時
講
習
手
数
料

○
優
良
運
転
者	

５
０
０
円

○
一
般
運
転
者	

８
０
０
円

○
初
回･

違
反
者	

１
，
３
５
０
円

○
高
齢
者

　

70
歳
～
74
歳	

５
，
６
０
０
円

　

75
歳
以
上	

５
，
２
０
０
円

　

小
型
特
殊
の
み	

２
，
２
５
０
円

☆
お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

12
月
23
日
～
1
月
22
日
届
出
分

☆
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

 

亡
く
な
っ
た
方  

年
齢 

地
区
名

小
本　

き
く
さ
ん（
94
歳
）三
岳
１

佐
藤　

タ
イ
さ
ん（
89
歳
）浦　

和

佐
々
木
笑
子
さ
ん（
72
歳
）日
向
２

稲
村　

吉
信
さ
ん（
77
歳
）館　

古

　

更
新
時
講
習
を
受
講
す
る
場

合
は
、 

事
前
に
松
前
警
察
署
で

更
新
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
の
で
、 

ご
注
意
願
い
ま

す
。 

　

詳
細
は
、 

松
前
警
察
署
交
通

係 
（
☎
42
―
３
１
１
０
） 

ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

日曜当番医 人口と世帯
 （H27.12月末現在） 

前月比

２月７日 （ 松前町立病院 ）
　　14日  深浦医院
　　21日  小笠原クリニック
　　28日 （ 木古内国保病院 ）

人　口 ４, ５２６ 人 －８ 人

男 ２, １１３ 人 －１ 人

女 ２, ４１３ 人 －７ 人

※診療時間は、 午前９時から
　午後３時までです。 　　 世帯数 ２, ２４４ 世帯 －４ 世帯

第711号

平成28年２月１日発行

ふるさと応援基金
　平成28年1月22日現在までの寄付金が下記のと
おりとなりました。ありがとうございました。

福島町ふるさと応援基金事業を募集しています！
詳しい内容は、 町ホームページで！

担当：企画財政課政策推進係  ☎47-3007

期　間 件　数 寄　付　金

H18.4～ H27.3 394件 22,521,222円

H27.4～ H28.1 197件 1,570,000円

小　計　① 591件 24,091,222円

使ったお金② 6件 1,394,000円

①－② 22,697,222円

わが家のアイドルで～す

小
伊
勢
　
柚ゆ

ず

羽は 

ち
ゃ
ん

平
成
26
年
10
月
28
日
生
ま
れ

父　

小
伊
勢　

竜
希
さ
ん
（
丸
山
団
地
）

わが家のアイドル募集中 !
このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています！掲載を希望
される方は、企画財政課広報広聴係（☎47－3007）までご連絡ください。

ス ピ ー ド ダ ウ ン キ ャ ン ペ ー ン 実 施 中 ！

いつもニコニコ♪
いたずら大好き柚羽で～す！

おうちの方より一言

お 

名 

前

地
区
名

保
護
者

北
村　

京け
い

大た

く
ん

白
符
１

貴
之
さ
ん

白
川　
　

華は
な

ち
ゃ
ん

月
崎
２

賢
さ
ん
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